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　晴れわたる空、澄みきった青い海、雄大に聳え立つ米山、
日本海に沈む夕日、戦後復興の中「新しい日本の再建は
我々青年の仕事である」との覚悟のもと第一歩を踏み
出した日本青年会議所。そしてその運動に共感し、この
柏崎の地でも、明るい豊かな社会の実現のために1957
年・昭和32年7月20日全国で118番目に柏崎青年会議所
は誕生しました。
　60年という長きにわたり柏崎青年会議所の礎を築き、
伝統を繋いで来られ柏崎の発展にご尽力いただいた諸
先輩方と、いつも私達の活動にご理解いただき、温かく見
守り応援していただいた関係諸氏、そして私達の活動基盤
である柏崎地域の皆様に重ねて厚く御礼申し上げます。
　60年という長い年月の間、社会、経済、文化、環境、教育
（道徳心・郷土愛）が大きく変化しました。地域経済、地域
環境、地域教育各其々の再生そして新生を不変で受け
継がれてきた精神を胸に小さな集合体かもしれませんが
我々青年が立ち上がり新しい風を興すのです。
　柏崎の青い海は透き通った英知！波しぶきは戦う勇気！
挑戦する勇気！赤い夕陽は燃え滾る情熱！その英知と勇気
と情熱をもって我々が大きな光となって柏崎の光明とな
り、柏崎青年会議所の諸先輩方が繋いで来られた、伝統
の風と新しい風を融合させ発展させていきます。

◆一生のたからを得るために同志の集結を
　会員拡大は青年会議所が最初に行った基本運動で
あるとともに最大の継続事業であると考えます。しかし
現在、全国の各青年会議所においても会員の減少が深刻
な問題となっております。私たち柏崎青年会議所において
も会員数の減少は深刻な問題です。青年会議所の三信条
「修練・奉仕・友情」のもと「明るい豊かな社会を築き上げ
るため」にはより多くの同志の存在が必要であり、力強い
組織を構築し、積極的な事業を行うためにも数多くの同志
が集わなければなりません。青年会議所活動は業種・感性
の違う同志が集い一つの目的に向い議論を交わし、汗を
流し運動をします。その中でお互いの友情が育まれ、その
道のりが険しければ険しいほど、さらに友情が深まります。
そして、その仲間はかけがえのない「一生のたから」と
なります。その仲間のために共に汗をかき切磋琢磨し、人
として成長していくことができるのです。人が人によって
磨かれるものであるならば、出会いの数が多ければ多い
ほど磨かれる機会は増えていきます。そして、人との出会い
によって磨かれたメンバーが増えれば増えるほど組織の
質は向上し、JCの可能性は無限に広がっていきます。全
会員が会員拡大の意義を的確に捉え、魅力あふれる人財
による魅力ある会員拡大運動を推し進めてまいります。

◆未来を担う愛すべき子ども達へ
　近年子ども達を取り巻く環境は大きく変化してきてい
ます。毎日のように子ども達が被害者となり、また加害者
ともなる。卑劣を極めた凶悪犯罪さえ起っているのが
現状です。何故これほど子ども達は変わってしまったので
しょうか。私が考える理由は2つあります。
　一つ目は大人の責任です。自分の子どもさえまともに
叱れない親が子供の教育は出来ません。好きな時に好き
なものを与え我慢することを教えない親。現在いる環境
がどれほど恵まれているのか教えない親。責任と義務を

はき違えて子供に教育している親。利他の心を教えず
自己のことばかり主張することを教える親。実は子ども達
は何も変わっていません。親が大人としてあるべき姿では
ないのです。
　二つ目は教育環境の責任だと考えます。戦後教育の
歪みが半世紀以上を経て極限に達したからではないで
しょうか。自分たちが生まれ育った故郷や国を愛すること
の大切さを教えず、誤解をうむような個人主義やジェンダー
フリー、いきすぎた男女平等意識だけを植え付けられて
いるからではないでしょうか。しかしながら我々は大人と
して経済人として、その未来ある子ども達を守り、導いて
いかなければなりません。
　先ずは我々が、大人として地域人として、未来を担う
子ども達に正しい道徳心と郷土愛を伝えられるよう、普遍
的な倫理観に基づいた立ち振る舞いをし、その背中で
子ども達に道徳心や郷土愛を伝えていくことが重要だと
考えます。
　柏崎青年会議所では「こころづくり」をテーマに掲げ、
未来を担う子ども達に道徳心と郷土愛を伝え感じてもらい、
こころづくりは人間づくりと考え事業を展開してまいります。

◆地域経済人の自覚を高めよ
　日本は戦後の高度経済成長期を経て、物質的・経済的
に豊かな大国となりました。しかしながら昨今の我々を取
り巻く環境はどうでしょう。社会構造の急激な変化により
社会問題を多く生み出しています。経済では不安定なが
らもデフレ脱却や株価の上昇と、長く冷え切っていた景気
が回復へと向かい始めたと言われています。しかし、地方
においては、その成果を身近に実感するには至らず、将来
に不安を抱えながら何とか現状を維持している状態が続
いています。
　また、少子高齢化についても、依然として効果的な対策
を打ち出せず、人口減少・人口流出に歯止めを掛けられず
負担は我々の世代に大きくのしかかってきています。
　ＩＴ技術の発達により、その技術の利便性から人と人が
つながりやすい社会になりました。ボーダレスになり世界
中の人がネットワークを通じてコミュニケーションが図れ
るようになりました。私たちも当然、そのありがたみを日々
感じています。しかし、繋がりやすくなったにも関わらずど
こか「さみしさ」を感じている人が増えているのではない
でしょうか。実は繋がっているようで繋がっていないので
す。物質的なつながりではなく目には見えませんが、本質
的な心と心の繋がりをＪＣ運動を通して取り戻したいと考
えます。
　また、柏崎刈羽地域が真摯に向き合わなければなら
ない一つに原子力発電所の問題があります。東日本大震
災の際、福島第一原発の事故は、今後のエネルギー政策
の在り方を根本的に考え直さなければならないきっかけ
となりました。しかしながら我々、柏崎青年会議所は１９７１
年に原子力発電所建設推進決議を採決し、原子力発電所
推進団体として活動をしてきました。推進団体である以上、
先輩方が原子力発電所を誘致した経緯や意味合いを
改めて理解し、その責任を自覚し、普遍的な視点にたった
確かな目で原子力発電所と向かい合っていかなければ
なりません。
　柏崎青年会議所は今後、ＪＣメンバーはもとより地域

住民、未来を担う子ども達にエネルギーに関して「正しい
知識と理解」を伝えて行かなければなりません。そして、
その子ども達が将来正しいと判断したエネルギーを地域
発展のために選択することを願います。
　このような問題をそのまま次の世代に残して良いので
しょうか。我々若き青年経済人は、今後どう行動していく
べきでしょうか。これらの問題に真摯に向き合い、問題
解決に向けて行動し、次の世代により良いかたちで受け
継いでいくことが私たちの世代に課せられた使命であり、
責任であると考えます。自ら自己啓発を怠らず、自己の
成長は地域への恩返しだという気概を持ち活動すること
が必要です。手をこまねいていても何も変わりません。
大きな夢や理想も小さな目標も、勇気をもってまず第一歩
を踏み出し行動しなければ達成することはできないのです。
私たちの踏み出す一歩で、世界は変わります。未来を信じ
仲間を信じ行動し続けることが必要とされています。

◆60周年の節目にあたり、新たなるスタートライン
　柏崎青年会議所は、これまで携わってこられた諸先輩
方、関係団体、地域の方々の努力により２０１７年度、60周
年を迎えることができます。これもひとえに長きにわたり
青年会議所を支えていただいた先輩諸氏の皆様に心より
感謝申し上げます。また、これまで青年会議所活動にご理解
いただき支えていただいた全ての皆様に感謝を伝える
節目の年とし、柏崎青年会議所の歩みについて今一度
原点に立ち返り、検証する機会にしたいと考えています。
　今から10年前の2007年7月16日、またしても自然の
驚異は私たちの故郷柏崎を襲いました。誰もが絶望感と
虚無感で覆われたこの街で、どこにもぶつけようのない
怒りと悲しみに打ちひしがれていました。そのような時、
希望の光を多くの方が与えてくれました。県内外より多く
のJCの同志、市民ボランティア、自衛隊、そして自らの力で
復興を成し遂げるのだという柏崎の市民の力が結集し、
復興を成し遂げたのです。あの時確かに柏崎市民は強い
団結力により一つになることができました。市民力はどこ
にも負けることのない強固たるものでした。あれから１０
年の歳月が経ち現在はどうでしょうか。時があの震災を
風化させ過去の出来事のようになっているのではないで
しょうか。風化させてはいけません。今生かさせていただ
いている環境に感謝し、もう一度、あの時のように柏崎市
民が一つになり更なる市民力を発揮できるよう、我々若者
が牽引していかなければなりません。
　柏崎青年会議所を60年の長きにわたり多くの諸先輩
方が繋いで来ていただいたことに対しての「ありがとう」
と震災復興後の感謝の気持ちの「ありがとう」とを融合
させ発信し、諸先輩方が大切に育んでこられた柏崎青年
会議所をこれからも地域に根差し明るい豊かな社会の
実現に向け邁進してまいります。

◆結びに
　継往開来とは、先人の事業を受け継ぎ、発展させながら
未来を切り開くことという意味合いがあります。創始の
志を受け継ぐということは、単にこれまでと同じことを
すれば良いということではありません。社会環境、経済
状況のめまぐるしい変化を捉えて、常に新しいことにチャ
レンジする必要があります。昨日と同じことをするという
ことは、すなわち衰退を意味します。常に今日が幕開け
なのです。スタートなのです。強い意志と強い気概と強い
信念を持ち、前例・慣習ではなく、妥協なき新たな挑戦者、
開拓者として邁進していきます。

　人は優しいだけではダメです「強さ」が必要です。
その強さを伝えます。
「人を受け入れる強さ」「言うべきことは言える強さ」
「自立する強さ」
「大切な人が間違った方向に行っているときにちゃんと止
めることのできる強さ」
「お金をしっかり稼ぐという強さ」「人を信じる強さ」
そして・・・・・
「大切な人を守っていける強さ」
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直前理事長　山 﨑 健 太

所信／所感

　昨年度は「イイネ！かしわざき」のスローガンのもと、忙しくも非常に充実した日々を過ごさせて

頂きました、その際には多くの皆様に沢山のご協力ご支援を頂きました。大変ありがとうござい

ました。

　本年度は直前理事長職のほかに、60周年特別顧問という大役を頂きましたので、隠居すること

なく、引き続き青年会議所活動と市内各種団体の皆様との連携活動を全力で努めたいと考えており

ます。

　24歳で入会させて頂いきましたが、早いもので残り３年となりました。田邉理事長を支え

ながら、まだまだチャレンジし続けます。本年も一年間よろしくお願い致します。

　60年の長きにわたり、柏崎青年会議所を築き、運動を続けてこられた先輩諸兄に感謝申し上げ

ると共に、記念すべきこの年に未熟者でありながら専務理事という運営の要となる大役を務める

機会を頂けたことに感謝しております。

　やる気溢れる委員長、またブロックの副委員長を受けた未来ある若きメンバーのサポートを担う

とともに、新潟県内各地の会員会議所メンバーとの出会いに刺激をいただきながら、よりよい会に

なるよう務めます。

専務理事 岡 田 和 久

　2017年度監事を務める阿武です。2008年度に入会してから本年度で10年目となり同時に

本会議所は創立60周年の節目を迎えます。また理事長スローガンにあるように本会議所も

REBORN（リボーン）と生まれ変わろうとしていますが、先輩方から受け継いだ歴史や伝統は

忘れず、それを伝承することが私のミッションです。そして私自身もまだまだ未熟なので先輩方

からの変わらぬご指導ご鞭撻の程宜しくお願い申し上げます。

監　事 阿 武 逸 彦

　明けましておめでとうございます。

　本年度、昨年度に続きまして監事を務めさせて頂きます杉田淳と申します。

　再入会させて頂いてから、まだ4年目の若い監事ではございますが、過去に6年間在籍させて

頂いた経験と、この3年間経験させて頂いた事をもとに、諸先輩方が築いてこられた59年間の

素晴らしき良き伝統と、現在の活動をうまく融合する事の出来る運営を心掛け、田邊理事長の

スローガン「新生柏崎」が実現し、60周年を無事に迎えられます様に、職務を全うさせて頂く

所存でございます。

監　事 杉 田 　 淳
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　本年度、副理事長兼60周年記念式典室長を務めます長谷川太志と申します。戦後わずか12年、昭和
32年に柏崎JCが創立し今年60という節目の年を迎えます。我々は、時代を築き上げてきた先人達に感謝
するとともに、柏崎JC先輩諸氏が積み重ねてきた60年に敬意と感謝の心を持って、また今まで育てて
頂いた全ての皆様と地域に感謝の気持ちを込め、全メンバー一丸となって60周年記念式典を執り行わせて
頂きます。よろしくお願い致します。

委員会所信・所感
60周年記念式典実行委員会

副理事長兼 60周年記念式典室長 長谷川　太志

　60周年記念式典実行委員会委員長を仰せつかりました伊藤勝史と申します。周年という節目の年に式典
開催の委員長を務めさせていただき、大変光栄でございます。柏崎青年会議所の長く素晴らしい歴史と、
諸先輩方が抱いてきた青年会議所運動への熱き思いを、未来へと引き継ぐことを使命とし、60周年式典
を厳粛かつ盛大に執り行うべく準備をしてまいります。熱く、熱く本年度の活動に邁進してく所存です。
よろしくお願いします。

　8月19日に開催する（一社）柏崎青年会議所60周年記念式典は、これまで先輩方が歩み培ってきた素晴らしい
青年会議所運動の歴史に敬意を表すとともに、私たちが住むこの柏崎・刈羽の地で、時代が変わっても力強く
青年会議所運動を進めていく、新たな決意を胸にする式典といたします。是非多くの方々よりご来場していた
だき、この式典をご覧になっていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。

委員長 伊藤　勝史

　副理事長兼会員開発室長を務めます安野広明と申します。本年度、柏崎青年会議所60周年の大きな
節目に田邉理事長を中心として会全体がスクラムを組んで歩んでいかなくてはなりません。そのために、
我々の強みである会の団結力をより強固なものにする活動をすすめてまいります。併せて、本年度の
貴重な経験を後世に伝えるべく多くの物事を吸収する１年にする所存であります。

会員拡大コミュニケーション委員会

副理事長兼 会員開発室長 安野　広明

　新年明けましておめでとう御座います。
　2017年度の会員拡大コミュニケーション委員会委員長を務めさせていただきます、根立　健一と申し
ます。当委員会では会員拡大に重点におき、委員会メンバー一丸となり会員数100名の目標に向かって
取り組んでいきます。
　JCに入会し8年目になりますが、経験も知識も浅く、皆様にご迷惑をおかけすることが多々あるかと
思いますが、新しく生まれ変わったつもりで頑張っていきたいと思っております。何卒、皆様よろしく
お願いします。

委員長 根立　健一

●副委員長 ●副委員長

●副委員長

川合　雄一 阿部　隆宏 猪狩　拓也
（新入会員） （新入会員）

（新入会員）

大塚　拓也 佐藤　拓真

佐藤　雅宮 竹内　一公 植木　陽祐 神林　仁 小谷　竜子 村山　央 吉田　晃継



　60周年記念事業実行委員会は、記念事業と致しまして2つの事業を行います。まず7月16日、
中越沖地震10年目の日に感謝を全国に発信する事業を行います。もうひとつは8月19日に60周
年記念祝賀会を盛大に行います。柏崎青年会議所創立60年という歴史を重んじながらこの節目の
年を祝えますよう委員会メンバー 一同頑張ってまいります。
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60周年記念事業実行委員会

　新年あけましておめでとうございます。
　記念すべき60周年という節目の年に副理事長を務めさせていただけることに感謝申し上げます。創設
以来多くの諸先輩方が地域と連携した運動を展開し続け、歴史と伝統を私たち現役メンバーへと受け継いで
くださいました。60周年の意義をしっかりと認識し、結束を高め、未来を見据えた強固な土台を構築
して、感謝のこころとつながりの大切さを再確認しながら地域への恩返しと、未来への夢をつないでいける
ように活動してまいりたいと思います。

●

副理事長兼 60周年記念事業室長 上森　茜

　2017年度60周年記念事業実行委員会委員長を仰せつかりました、小野和也と申します。入会して
3年目初理事を務めさせていただくこととなりました。当委員会では、柏崎青年会議所創立60周年の節目
として、また中越沖地震から１０年の節目として感謝を伝える活動を行ってまいります。まだまだ力不足
ではありますが委員会メンバーと力を合わせ精一杯努力してまいりますので、どうぞよろしくお願い致し
ます。

委員長 小野　和也

総務発信委員会

　（一社）柏崎青年会議所の60周年という節目の年に、事務局長という大役を仰せつかったことに、
感謝と責任を感じております。メンバーそれぞれが、「修練・奉仕・友情」の三信条のもと、自分
らしく組織に貢献することができるように、運営を支えていきたいと考えております。これまで、
当会が続けてきた運動を未来に継承していくと共に、若い力で新たなことに挑戦していくことで、
「新生」となる年を創り上げていきます。

事務局長 水戸部　智

　新年明けましておめでとうございます。2017年度総務発信委員長を仰せつかることになりました
坂本啓と申します。60周年という記念すべき年に初の理事を務められることに感謝致します。
　当委員会は会の運営のサポートやSNS等を活用して地域の皆様に柏崎青年会議所活動に興味を
持っていただけるよう情報発信を行ってまいります。
　経験不足ではありますが、委員会メンバー一丸となって精一杯頑張りますので、どうぞ1年間
よろしくお願い致します。

委員長・事務局次長 坂本　啓

伊平　泰将

副委員長 ●副委員長

●副委員長

川口　泰史 岸　剛史 霜田　真紀子 高橋　宏忠 田中　有人 丸田　洋介 元井　貴男 森　清和

木村　正隆 品田　剛 長沢　博 中村　貴広 中村　洋史 松野　颯太 渡辺　祥大
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郷土愛育成　こどもの未来創造委員会

　副理事長兼社会開発室長を務めます荒川学と申します。
　理事長からいただいた教育についてのテーマ、郷土愛と道徳心を郷土愛育成こどもの未来創造委員会と
共に汗を流し運動を行ってまいります。また、早いもので青年会議所に入会して7年、卒業まで3年となり
ました。個人の成長だけでなく後輩の育成についても意識を高め、明るく、楽しく、元気よく、1年過ごし
たいと考えております。本年もよろしくお願いいたします。

副理事長兼 社会開発室長 荒川　学

　郷土愛育成こどもの未来創造委員長を務めます、吉越俊一です。当委員会では「郷土愛」「こどもの
未来」という大きなテーマを掘り下げ、地域の魅力・こどもの教育の在り方にスポットを当てて地域の
方々と一緒に考えていくことで、柏崎刈羽の明るい豊かな社会実現を目指していきます。私もＪＣに在籍
して8年目となりますが、今まで以上にネジを巻いて、委員会の力を借りながら全力で運動していきます。
よろしくお願いいたします。

委員長 吉越　俊一

経営マネジメント 環境エネルギー委員会

　副理事長兼経営開発室長を務めます青木健次と申します。これまで理事としての経験は2015年に専務
理事をさせていただきましたが、経験が少ない中での事業系の室長として、新たなチャレンジと受け止めて
1年間のJC運動に挑む所存です。本年度、田邉理事長が掲げられたスローガン「新生柏崎」、そして60周年
という節目の年を心に留め、経営そしてエネルギーという最大のテーマに対し委員会メンバーと共にこれ
からの柏崎刈羽を見据え真摯に向き合い運動をしていきたいと思います。１年間よろしくお願いいたします。

副理事長兼 経営開発室長 青木 健次

　今年度、経営マネジメント・環境エネルギー委員会委員長を仰せつかりました飯田雄介と申します。
難しいテーマではありますが山積する問題に真摯に向き合い、考え地域活性化に繋がる活動を行います。
柏崎青年会議所60周年。記念すべき年に委員長という機会を頂いたことに感謝し、目指す頂きは高く！
田邉理事長が掲げた「新生柏崎」を実現すべく委員会メンバー一丸となり精一杯努力して参ります。
一年間、どうぞよろしくお願いいたします。

委員長 飯田　雄介

●副委員長

山口　敏宏 池田　桂 植木　秀和 久我　篤史 田邉　哲也 山﨑　徹 結城　誠之

●副委員長

徳増　大樹 赤堀　博一 岩間　一博 杉田　直人 原田　玲奈 藤巻　慎哉 宮崎　智之
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（一社）柏崎青年会議所 2017年度 出向者紹介

（一社）柏崎青年会議所 2017年度 年間スケジュール

公益社団法人日本青年会議所

●地域再興グループ
　地域再興会

委　員　上森　茜 副委員長
猪狩 拓也

幹　事
品田 　剛

委　員
荒川 　学

委　員
岸 　剛史

委　員
田邉 哲也

委　員
藤巻 慎哉

（新入会員）

公益社団法人日本青年会議所　北陸信越地区　新潟ブロック協議会

●夢を描けるひとづくり委員会

●夢を描ける新潟創造委員会

公益社団法人日本青年会議所　北陸信越地区協議会

●北陸信越ビジョン確立会議

副議長 田中有人 委　員　岡田和久
委　員

阿部 隆宏
委　員

岩間 一博
委　員

田中 有人
委　員

松野 颯太
委　員

村山 　央

（新入会員） （新入会員）

委　員
吉田 晃継

月 例会日 担　当 例会内容 例会会場 LOM事業 新潟ブロック 正副北陸信越地区及び日本JC 理事会 会員会議所会議

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

１７日（火）

６日（月）

２３日（木）

２２日（土）

１９日（金）

１０日（土）

１６日（日）

３日（木）

１日（金）

１４日（土）

１７日（金）

８日（金）

郷土愛育成
こどもの未来創造

柏崎エネルギー
ホール

柏崎エネルギー
ホール

柏崎エネルギー
ホール

柏崎市武道館
柏崎市中央海岸

みなとまち
海浜公園

サッカー大会・上越（4・日）
いわふね50周年（２４・土）

ブロック大会・新発田（９・土）
糸魚川５０周年（１８・月）

第１回ブロックコンファレンス・新潟
（２８・土）

京都会議（１９・木～２２・日）
会員会議所会議・京都（２０・金）

ブロック会長第１エリア訪問・いわふね（８・水）
ブロック会長第６エリア訪問・上越（２７・月）

野球・ソフトボール大会・にいがた北
（２・日）
燕三条２０周年（２９・土）

バスケットボール大会・長岡（２・日）
新津６０周年（１５・土）

ブロック会長第３エリア訪問・加茂（１５・水）
ブロック会長第５エリア訪問・魚沼（１６・木）
ブロック会長第２エリア訪問・五泉（３０・日）

１２・木
２５・水

60周年
記念事業例会

60周年記念式典・
祝賀会準備例会

60周年記念式典・祝賀会
（１９・土）

福島原発視察（10・金）
シニアクラブ交流会

会員家族忘年
クリスマスパーティー

Forum 21
合同例会

ぎおん柏崎まつり（２５・火）
まちしるべメンテナンス

第２回ブロックコンファレンス
（２８・土）
十日町６０周年（２９・日）

会員会議所会議・七尾（7・金）
地区フォーラム（8・土）
サマコン・横浜（22・土～23・日）

経営マネジメント
環境エネルギー

いわふね
雪国

２・火
２７・土

郷土愛育成
こどもの未来創造

経営マネジメント
環境エネルギー

会員拡大
コミュニケーション

総務発信

60周年記念式典実行

60周年記念事業実行

60周年記念事業実行

60周年記念式典実行

総務発信

総務発信

新年総会

例会

公開例会

例会

公開例会

通常総会

公開例会

卒業式

９・木

９・木

１３・木

１１・木

８・木

１３・木

１０・木

７・木

１２・木

９・木

２３・木

２４・金

２７・木

２５・木

２２・木

２７・木

２４・木

２１・木

２６・木

２２・水

１４・木

２８・土

２５・土

１８・土

３０・金

２８・金

２６・土

２２・金

２８・土

２５・土

２２・金

新潟

にいがた北

新発田

白根

中条

佐渡

十日町

燕三条

長岡

雪国

岬ひとひら

柏崎商工会議所

長岡

柏崎商工会議所

岬ひとひら

岬ひとひら

新年祝賀会（１７・火）

通常総会懇親会（1・金）

京都会議（１９・木～２２・日）

金沢会議（１７・金～１９・日）

ゴルフ大会・妙高（２0・日）

金沢会議（１７・金～１９・日）

理事長サミット・軽井沢（３・土）

全国大会・さいたま中央（２８・木～１・日）

会員会議所会議・未定（３・日）

会員拡大コミュニケーション

郷土愛育成こどもの未来創造
経営マネジメント環境エネルギー
60周年記念式典実行

60周年記念事業実行
総務発信

三　　役

担当例会（12月）、新年祝賀会（1月）、通常総会懇親会（９月）、優秀会員表彰、会員拡大運動、まちしるべメンテナンス（７月）、ブロックスポーツ大会（バスケ７月）、
ブロック大会（９月）、新津６０周年（７月）
担当例会（４月）、担当例会（６月）、職業講話、ブロックスポーツ大会（野球４月）、十日町６０周年（１０月）
担当例会（５月）、担当例会（１０月）、担当事業（１１月）、ぎおん柏崎まつり（７月）、ブロックスポーツ大会（ゴルフ５月）、糸魚川５０周年（９月）
担当例会（２月）、担当例会（８月）、担当事業（８月/60周年記念式典）、60周年記念誌発行（12月）、ブロック会長5エリア訪問時キャラバン（2・3月）、
シニアクラブ交流会（１１月）
Ｆｏｒｕｍ２１合同例会（３月）、担当例会（７月）、担当事業（８月/60周年記念祝賀会）、ブロックスポーツ大会（サッカー６月）、燕三条２０周年（４月）
新年総会（１月）、通常総会（９月）、担当例会（11月）、ＪＣハンドブック発行（１月）、JCニュース発行（１月）、つどい発行、いわふね50周年（６月）、
全国大会（９月）
京都会議（１月）、地区フォーラム（７月）、サマーコンファレンス（７月）

<例　　会>

<周　　年>
<ブロック>

事業系委員会６回、 新年総会（１月）、Forum 21 合同（３月）、60周年記念事業（７月）、通常総会（９月）、卒業式（11月）、
会員家族忘年クリスマスパーティー（12月）　　計12回
いわふね50周年、新津60周年、燕三条20周年、十日町60周年、糸魚川50周年　　計５回
ブロック大会、第１回ブロコン、第２回ブロコン、スポーツ大会（４回）　　　　　計７回
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１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

通常総会・懇親会

ブロック大会（長岡）

11月例会　「卒業式」

10月例会
「原子力発電所と柏崎青年会議所のあゆみと現在の取り組み状況」

全国大会（広島）

新年総会・新年祝賀会

２月例会「高めよう人間力！身につけようリーダーシップ！」

６月公開例会「柏崎の魅力・自然を満喫！～1日体験バスツアー～」

ブロックゴルフ大会（加茂）　

ブロック野球大会（雪国）

８月例会　「KASHIWAZAKI NO MIRAI」

３月合同例会 Forum21（見附）

４月例会
「JCカップ U-11少年少女サッカー大会！～目指せここから日本代表～」

７月公開例会
「若者が住みたいまちを創造するリーダー育成講座」　

ぎおん柏崎まつり　たる仁和賀

５月例会「学ぼう！キャッシュフロー経営の大切さ！」
　　　　　　　　　～経営者・後継者向けセミナー～

ブロックサッカー大会（新発田）
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　11月25日卒業式をエネルギーホール様にて執り行われま

した。201６年度は石黒博之先輩、市川智一先輩、植木盛文

先輩、木村伸也先輩、山﨑雅之先輩、米澤公先輩、の６名の

皆様がご卒業され、山﨑健太理事長より、感謝状と記念品

が贈呈されました。長きに渡り活動された先輩方の数々の

功績は、我々メンバーの財産となり、大きな原動力となり

ました。12月8日には丸田洋介委員長を中心とする会員

コミュニケーション委員会の設営の下、盛大な忘年パーティー

が岬ひとひら様にて執り行われました。卒業生お一人お一人

からスピーチをいただくと共に、卒業生の功績を称え、労を

ねぎらう事が出来、大成功の事業となりました。

　11月25日卒業式をエネルギーホール様にて執り行われま

した。201６年度は石黒博之先輩、市川智一先輩、植木盛文

先輩、木村伸也先輩、山﨑雅之先輩、米澤公先輩、の６名の

皆様がご卒業され、山﨑健太理事長より、感謝状と記念品

が贈呈されました。長きに渡り活動された先輩方の数々の

功績は、我々メンバーの財産となり、大きな原動力となり

ました。12月8日には丸田洋介委員長を中心とする会員

コミュニケーション委員会の設営の下、盛大な忘年パーティー

が岬ひとひら様にて執り行われました。卒業生お一人お一人

からスピーチをいただくと共に、卒業生の功績を称え、労を

ねぎらう事が出来、大成功の事業となりました。


